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林
野
庁
に
よ
る
と
、
日
本
の
木
材

自
給
率
は
２
０
２
０
年
に
41
・
８
％

と
な
っ
た
。
20
年
前
に
は
18
・
８
％

に
落
ち
込
ん
だ
自
給
率
は
改
善
を
続

け
、
２
０
１
１
年
か
ら
10
年
連
続
で

上
昇
し
た
。

　

だ
が
現
在
も
、
約
６
割
を
輸
入
に

頼
る
中
で
、
昨
年
の
米
国
で
の
住
宅

建
設
の
需
要
増
や
、
世
界
的
な
コ
ン

テ
ナ
不
足
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の
増

加
な
ど
を
受
け
、
世
界
の
木
材
価
格

が
高
騰
す
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」

が
発
生
し
た
。
日
本
国
内
で
は
国
産

材
の
急
な
増
産
が
難
し
く
、
価
格
や

供
給
で
影
響
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、

世
界
が
直
面
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
緊
迫
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
や
食
糧
な
ど
の
価
格
高
騰
や
供

給
の
不
確
実
性
も
顕
著
に
な
り
、
こ

れ
ら
の
物
資
と
同
様
、
木
材
も
国
内

で
の
自
給
体
制
や
供
給
安
定
性
を
よ

り
強
固
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。

　

森
林
は
、
木
材
用
の
原
木
の
供
給

と
な
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
水
源

の
涵か

ん
よ
う養
や
水
質
の
浄
化
作
用
を
持
つ

と
と
も
に
、
し
っ
か
り
成
長
し
た

木
々
の
根
が
土
壌
を
支
え
土
砂
災
害

を
防
ぐ
ほ
か
、
光
合
成
に
よ
っ
て
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を

吸
収
す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
に
寄
与
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
森
林
の

機
能
の
保
持
や
育
成
に
は
、
過
密
な

樹
木
を
適
切
に
間
伐
し
日
光
や
雨
、

雪
解
け
水
を
森
林
の
地
面
や
地
中
に

浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
の
森
林
は
国
土
の
３
分
の
２

に
当
た
る
約
２
５
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
う
ち
人
工
林
が
約
１
千
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
占
め
る
。
国
内
の
森
林

は
、
人
工
林
を
中
心
と
し
た
蓄
積
が
、

毎
年
約
６
千
万
立
方
メ
ー
ト
ル
増
加

し
、
現
在
は
約
54
億
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
に
達
し
て
い
る
。
面
積
ベ
ー
ス

で
は
、
人
工
林
の
半
分
は
一
般
的
に

主
伐
期
と
な
る
50
年
以
上
が
経
過

し
、
こ
れ
ら
の
木
を
収
穫
し
木
材
と

し
て
有
効
活
用
す
る
と
同
時
に
、
計

画
的
な
再
造
成
と
循
環
利
用
に
よ
り

森
林
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

　

こ
う
し
た
森
林
の
整
備
や
国
産
材

活
用
に
向
け
、
民
間
企
業
の
積
極
的

な
新
た
な
動
き
も
あ
る
。
住
友
林
業

で
は
、
鹿
児
島
県
志
布
志
市
で
国
産

木
材
を
加
工
す
る
新
工
場
建
設
を
目

指
し
、
今
年
２
月
に
市
と
協
定
を
締

な
ど
を
手
掛
け
る
ウ
ッ
ド
フ
レ
ン
ズ

（
名
古
屋
市
）
は
、
２
０
２
４
年
９

月
の
稼
働
予
定
で
、
岐
阜
県
美
濃
加

茂
市
・
加
茂
郡
八
百
津
町
で
製
材
工

場
を
建
設
す
る
。
工
場
新
設
と
地
域

の
林
業
者
と
の
協
働
で
国
産
材
の
安

定
供
給
体
制
を
整
え
、
原
木
調
達
、

建
材
製
造
、

建
築
ま
で
一

貫
し
森
林
資

源
を
活
用
す

る
仕
組
み
を

構
築
す
る
。

　

さ
ら
に

は
、
地
球
温

暖
化
防
止
対

策
へ
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
削
減

が
強
く
求
め

ら
れ
る
中

で
、
森
林
の

Ｃ
Ｏ
２
吸
収

効
果
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
し

て
発
行
し
、

企
業
が
自
社

の
事
業
で
排

出
し
た
分
と
の
相
殺
に
活
用
す
る
取

り
組
み
も
、
大
手
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

な
ど
が
注
力
し
て
い
る
。

　

大
手
石
油
元
売
会
社
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
愛
媛
県

久
万
高
原
町
、
久
万
広
域
森
林
組
合

と
１
月
に
協
定
を
締
結
し
、
創
出
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
が
買

い
取
り
、
久
万
高
原
町
は
還
元
さ
れ

た
利
益
を
森
林
整
備
に
充
て
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
促
す
。

　

森
林
整
備
を
促
す
動
き
が
相
次
ぐ

一
方
で
、
住
友
林
業
の
光
吉
敏
郎
社

長
は
、「
新
工
場
で
は
、
木
材
の
加

工
機
械
な
ど
に
、
ど
う
し
て
も
欧
州

製
の
設
備
を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
」

と
も
話
す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
有
機
資
源

協
会
が
２
月
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
登
壇
し
た
、
岡
山
県
西
粟
倉

村
の
青
木
秀
樹
村
長
は
、「
国
内
の

木
質
資
源
の
活
用
へ
、
国
産
の
機
器

の
充
実
が
重
要
だ
」
と
説
く
。
西
粟

倉
村
は
、
国
よ
り
「
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
」
に
認
定
さ
れ
、
村
内
の
樹

木
の
チ
ッ
プ
や
ま
き
を
熱
や
発
電
用

燃
料
に
活
用
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
関
連

産
業
の
活
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭

素
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
村
内
の
設
備
は
欧
州
製

の
機
器
も
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
青

木
村
長
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
設
備

は
、
海
外
製
が
現
在
の
主
流
で
、
部

品
調
達
や
維
持
管
理
の
課
題
が
あ

り
、
今
後
は
国
産
技
術
や
国
の
支
援

が
絶
対
に
必
要
。
海
外
の
設
備
は
海

外
産
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
前
提
と

し
、
国
産
材
を
投
じ
れ
ば
不
具
合
も

生
じ
る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で

「
日
本
が
脱
炭
素
を
目
指
す
な
ら
、

機
械
に
も
国
力
を
発
揮
し
な
い
と
脱

炭
素
は
不
可
能
。
バ
イ
オ
マ
ス
活
用

は
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
、
国

の
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
る
た
め
の
取
り

組
み
だ
」
と
強
調
す
る
。

　

森
林
整
備
や
国
産
材
活
用
の
拡
大

に
は
、
国
内
の
設
備
や
機
械
メ
ー
カ

ー
各
社
に
よ
る
製
品
開
発
な
ど
の
発

奮
の
ほ
か
、
国
に
よ
る
後
押
し
も
不

可
欠
と
な
る
。

結
し
た
。
２
０
２
５
年
の
操
業
開
始

を
目
指
し
、
同
様
の
工
場
を
国
内
各

地
で
整
備
す
る
上
、
木
材
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
で
の
国
産
材
使
用
量
を
２
０
３

０
年
度
に
１
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル

規
模
に
す
る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
不
動
産
業
や
建
材
製
造
業

国
産
機
械
の
充
実
も
不
可
欠

国
内
林
業
の
活
性
化
を

　
相
次
ぐ
民
間
企
業
の
国
産
材
活
用

　
「
森
林
大
国
」
で
あ
る
日
本
は
森
林
が
豊
富
な
一
方
で
、
木
材
自
給
率
は
４
割
に
と
ど
ま
る
。
国
内
で
は
主
伐
期
に
あ
る
人
工
林
も
多

く
広
が
っ
て
い
る
が
、
森
林
の
着
実
な
整
備
や
木
材
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、
国
産
材
活
用
へ
向
け
た
、
企
業
に
よ
る
設
備

投
資
の
新
計
画
な
ど
の
発
表
が
相
次
ぐ
。
森
林
の
整
備
や
国
産
材
の
活
用
推
進
、
ま
た
国
内
林
業
の
活
性
化
に
は
、
企
業
の
積
極
的
な
活

動
と
と
も
に
国
を
挙
げ
た
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
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